
Phonemic Syllable and

Stress‐Timed Rhythm

音素論の発達は自国語と他の特定の言語との音組織の差異をいっそう強 く

認識させるようになった。「外国語の二,三の著しい相異点をのぞけば,外

国人の用いる音も彼が日常聞きなれているものと同じである。ただ外国語に

は神秘な accent, すなわちある分析しがたい音声特性が音そのものの外に

あって,そ れがその言語に奇妙な airを与える,と一般に感 じている。この

素朴な感 じは大部分は錯覚による。」
1)と

Sapirが言っていることはわれわれ

にとって重要な警告である。

この小論の試みは英語の音組織, ひ い て は Friesの いう `Stream Of

speech'(Tθ αθカグπg,ch.Ⅲ )の中で,われわれの自国語と最も異質であり,

認知あるいは発話の領域で最も障害となる要素は何かという基本的なものに

結びつ く。音節を基盤とすることに問題はある。しかし,音節というものが

重要な手がかりであり,少なくとも一つの単位素であると前提しておくこと

はできよう。表題はこの意味で研究の出発点と最終目標を示している。おそ

らくその全体をおおうことはできないが,言語とは何かの問題に連なってい

きたいと考える。

1) See Sapir, 二απg%αy, 4π ルzノ γθ″%θ″グθπ Jθ ′力θ Sノπグノ ρ/〔ン
'θ

θθん (H[arcOurt,

Brace,New York,1949)pp.42～43.以下参考書目は巻末に付記 した略号を用

いる。
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音節 Syllableと は何かという問題に関して例えば英語学辞典を開いただ

けでもとまどいを生ずる。強勢説,「 きこえ」説,呼気通路の開閉説,呼気

流 出量の変化説,喉頭の緊張弛緩説,等 々。Jespersen等 の「きこえ」を主

とし,強勢を従とする説のごときが比較的当を得たものであろう,と いうこ

とで,彼の単音の「きこえ」 SChallfure(sOnOrity)の 8度説が図示されて

′いる。

大田朗氏は「米語音素論」 (p。 32)で Pikeに よる音声的音節の定義,`units

:of one or more segments during which there is a single chest pulse

and a single peak of sonority or prominence'(」 Pttθπθ夕ηJθ s, pe 90;p。 246)

か ら「きこえ」という聴覚的なものと,「胸はく」という調音的なもの,の

両者を取 り上げている。

Webster辞 典の発音の手引は Kenyonに よるものであるが,音節に関す

る工学説を紹介して,一方を sOnority説 ,他を pulse説 としている。英語

学辞典でも前述のごとく JeSpersen等 の「きこえ」を主とし,強勢を従と

す る説のごときが比較的当を得たものであろうとしている。

そこで音節を考えるのにこの sOnority説 を一応の手がかりとして進めて

いきたい。 音素的音節というとき当然ふれなければならないのは音素 phO…

nemeで あるが, このことに関しては大田氏の「米語音素論」で詳細に論

義されている。 ここでは, たとえば Friesゃ Pikeの いう示差的音特徴

`distinctive sound features'あ るいは,有意的な音 `Signincant sounds'

という概念で一般的にとらえ, さらにはまた,JOneSの `a family of sounds

consisting of an iinportant sound of the language (generaHy the most

frequent used member of that family'(0″ ノグπθ,p。 49)に もとづいて, 現

在特定の国語で同一音として抽象された単音群と考えておく。「示差的」な

いしは「有意的」ということが何を意味するかということも問題となるが,
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ここではしばらくおくこととする。

要するに音素を Pike(P力 θπθ%θ ,p。 89)の いうように`the smallest struc…

tural unit' と位置づける。しかしながら最小単位としての音素は必ずしも

実際の発話においてわれわれが認知し得る音単位ではない。それは語におけ

るアルファベットの役割りと同一視できないかも知れないが,談話の流れの

中でわれわれが認知し得る最小音単位は音素配列によって構成された音素的

音節であると考えたい。音素をこの意味でいわば音節構成単位と格づけして

おくこととする。

英語の音韻を記述するための分析資料として, ここでは英語の本来語を抽

出することにした。General Americanあ るいは SOuthern Englishの 生き

生きとした発話で, ことばの中核をなしているものはやはり民族伝承の本来

語であろうと考えたからである。
1)

先にのべたように音素は音韻論の極めて重要な部門であるが, ここでは音

節構成要素として,そ の配列を中心に略記するにとどめたい。Friesに よれ

ば米語の音素は母音11,二重母音 3,子音24,計38と なっている。今後の説

明の便宜上, この Friesの音素分析を基本にして, Kenyon,Pikeな らび

に,JOneSの それと母音の表記対照をしておきたい。なお/Orノ ≠εOrノ 等の音

に関しては問題もあり,後に述べる機会があるので繁雑さを避けるため, こ

こでは省略することとした。

Frles    l I

Kenyon  l I

Pike    i I

JOneS    i: i

ε tt u u o Э

ε tt u u o Э

ε tt u u o Э

e a) u u:ou Э:

0 0 al au ЭI

A O al  au ЭI

0 0 al  au  Э
l

A O al au Эl

1)抽 出の便法として Skeat語 源辞典のコンサイス版を用いた。抽出語数は約2,600

語 ,う ち単音節語が約1,600語 ,二音節以上が820語 である。純粋に Anglo― Saxon

由来のものを選ぶよう心掛けたが, 語源に疑義のある語 も多 く, 数的な正確さ

は期 しがたいが,記述分析のデータとして役立ったつもりである。
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子音 は Friesで は次の24音であ る。
1)

pbmfvwtdnsz首 をとJObk9ohylr

例語は省略するが英語の音節構成の典型はCVC型2), 
ぃォDゆ る閉音1(」 型

である。英語では語頭に来る単子音のうち,ノゴノイは慣習的に起らない。ま

た zθαノ(<F)に おけるノZノ も本来語にはないので語頭単子音は21音である。

CVC型の前後のCに は英語では相関性がないので,語尾のCについてみ

ると, これも慣習的にノr≠
3)≠

hノ ≠W≠ ノjノ が起らず,/θπgθ (<F)の μ≠も本来

語にないので19音 である。

このようにしてCVCを 単子音+母音十単子音と配列して生ずる最も基本

類型の語は本来語中 bαグ,πθ′,ノππ,′力α′,sんゎ,ガ〃,ωα′θ力,等約700語 あり,

単音節語の40%を 占めている。

これ らのCVC型 とともに英語にも少数のV型,CV型 ,VC型 が見 られ

る。これ らの比率をCVC型 とくらべてみると,

V  O.7%
CV 13.9%

VC  4。 2%

CVC 81。 2%

であった。

CVC型 で英語の特色を発打iす るものは COnsOnant clusterの 配列であ

る。今 これを ClV C2と して,ま ず C I CluSterを 考えてみる。Friesに よ

ると語頭または母音の前で起る子音連結は39種である。そのうちノyuノ音は英

米で相異があるので別にして,4)本来語の一音節語でこれらの語頭 Cluster

1)表記順も Fries(露θαθんグηg,pp.11～ 12)の ままとした。 も,2,こ ,Iは それぞれ

JOneSの S,5,tS,d5に相当する。

2)C=ConSOnant V=Vowel この CVCの音素配列は日本語のCV型 (開音

節)と顕著な相異を示している。

3)/r/は 米語/Or/で 示される半母音でなく ,´θグ にみられる fricat市 e/r/で ある。

4)/fy//ky//my/等 については Friesで 6,方言として7,計 13種あがっている

が,本来語で起りうるものは,CV型 ルη,%θ Zθ,ηιω,グθ
",Jθ

ω,ψι",CVC
型で πθが くらいであった。
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をもたないものはノskノ ノSfノ /Skrノ の三つであった。
1)

次に語尾の子音連結ははるかに多く,Friesは 屈折語尾を除いても65の単

一形態素をあげている。この内,/rb/ノ rtノ ノrStノ などは,米音の特色でもあ

り, 後にふれることもあるので除いて, 本来語をあてはめてみると, ノkt/

≠lS≠ ノ1://1b≠ ノ1こ ノ ノmf/ノ pS//nZ/ノ In//mptノ /gkSノ な ど に 空 白 を 生 じ

たが,すべて ラテン系であった。 これ らを除いて本来語の語尾子音連結は35

種であった。

以上のCVC型 の Varientsを要約すると,1)

s′′ιπgttsな

2

英語の音節構成単位としての音素について,主としてその配列の中か ら特

/Sk/に は Sθα′θ,Sθ力θθJ,sθ″θなどがあげられるがすべてラテン系である。

/Skr/に は Sθ″α解,Sθγθθη,Sθπιθん,があるが SCandinavian または Frenchで

ある。

/Sf/に は ψ力ιγι,ψ乃グη
"があるが Gk.出 身である。

%は前掲のCVC型単音節81。 2%の 内訳である。なお,例語中 ′θπg′た,sノππgノみ

の発音は [1句 kO][strenko]に よった。

カ

妨

％
％
％
％
協
　
％
　
】

４３．
２．。
１．。
３。
上

‐
‐０。‐

励

・
ｅｔｃ．
彫
　
　
　
姥屈

が

さ
　
複ど
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色を見てきた。 CVを 主体とする 日本語では音節は総数にしても120種 くら

いといわれているが,子音連結にいくつかの法則性が認められるとしても,

英語の音素的音節は少なく見積っても数千にのぼるであろう。
1)

さて, このように構成された `unit'を 一応 Speechの最小単位と仮定し

よう。それがただ ノb/十 ノaノ +≠ 9/の 単音の集合体ではなく,ノ b∞ g/と して全

体の リズムの中で明瞭に識別 し得る根拠はどこにあるのか。音節は英語の全

体の音組織の中でどのような位置を確保しているのか, という問題になって

くる。

ここで前にあげた SOnOrity説 と pulse(preSSure)説を介入させたいの

であるが,後者については端的にいって音 11丁 間の境界に関する分野で重要と

なってくるので次章で触れることにする。

音節というものを「きこえ」 SOnority によって解明しようとする立場を

ここではまず JOneS2)に 求めてみよう。彼によれば,SOnOrity とは各音が

同じ長さ,強 さ,高 さで発せ られたとき,聞えうる,あ るいは音を運びうる

距離の相対的な度合いである。 [a]は 同じ条件で発せ られる [p]ゃ [f]よ りも

「きこえ」が大である。これ らの「きこえ」あるいは `carrying power'は

それ らの音固有の音質 quality(tamber)に よる。 つまり SOnOrityは Tl

聴度 `degree of audibility'と いうべ く,そ れぞれの単音の音質の差異によ

る。

Bloomield(Lα πgπαy,p.120)の 具体的な度数分布を要約しながら Jes‐

persenと 対比させてみると,前者が `Spirant'と `stop'音 に差をつけた以

1)太 田朗「米語音素論」では法則性 (な い しは英語の慣習)に よって子音連結を

起さないものを「型の穴」,/fet/の ように英国人が見ても起 り得ると感じられる

ものを「偶然の穴」としてこの間のことを詳述されている。 Sapir(二″ば%αF,

p.54)に も ドイツ語の Zθグ′におけるような/ts/の語頭子音が起らないことを例

にあげて, ある音は特別の位置, または発音の特別の環境にのみ起ると言って

いる。

2)0笏 ′グ″Zθ,§ 100,101.ち な み に JOnes,Pん θπθ夕πθ で は `SOnOrity'と ぃ う 語 は 見

当らず `the 10udness or carrying power'(§ 427)と なっている。
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外は大体同一である。図示は省略するが,前者は 9段階 くらいに細分 したも

のを大 きく4っ にまとめ, 後者の順 とは逆に  1.vowe1 2。 nasal,trill,

latera1 3. voiced consonant 4. unvoiced consonant と分類 し,  実際

例 として次の文を示 している。

ノタθ力   θαπg物′  α   ″θご  bグγご.

[d5Ck      kЭ :t     o    red   bo:d¬

314      414     1    213    313

Kruisinga∈滋πグbθθ力,p。 69)も 音節中の連続する音がわれわれの `Sense

of hearing'を 打つ力を sonorityと して,次の 6度 に分類している。

1.  consonants

2.  nasals

3。  slde‐sounds

4。  trilled γ

5。  high vowels

6.  low vowels

彼の場合の表示が一番分 りやすいと思われるので Dutchに ついてである

が,代表的にここに示すこととする。この図によって,連続音の波の中で,

音の山と谷が生 じ, この谷が境界となって切れ目ができる。この谷を境にし

て前後に切れ目のある連音が音節ということになるわけである。

|° _ K z

Dり tCh b r K Zql

JOneS(0%蒻πι,§ 100)にあっては母音と子音の区別は恣意的な生理学的

区別ではなく,実際に聴覚的事項に属し,同 じ長さ,強 さ,高 さで発せ られ

るとき聞きうる最高距離の度合いであるとする。JOneSの場合も大たい同じ
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であるが,Kruisingaに合せて表記す ると,

1。  voiceless consonants

2。  voiced consonants

3。  1-sOunds& voiced nasal consonants

4。   `close' vowels

5.  `open' vowels

となり,図示はないが,例えば単音節で最も COnsOnant cluster の多い語

s″θκg′力と多音節語αsOs物・グ・ル・ガθπ
l)を この5段階で示してみると次あよ

うになる。

げ――――一――一――

4° ―一――パ準___…

3° ―ギ
2° 一-4-―一

K0t
l°

―J■ ― 一 ―

st r e ng Qss im il a tiO nth

前者はノeノ のところが山となり対称的な子音の傾斜を作っている単音節で

ある。後者は /oノ ノiノ ハノノei/ノ 0ノ と大小5つ の山が生じ, 5つ の音節を形成

している。

音節とはこの山 `peak'と 谷 `trOugh'と ょり成 り,こ の谷を境として前後

に区切 り目のある連音であることは前に述べた。そこで出てくる問題は,

(1)「谷を境にして前後の区切り目」という場合,そ の境は前後 (あ るい

は中)の どちらにつ くのか。

(2)α SSグπグルガθ″ の場合,4° ,5° の山が 5つ ある。しかし実際にはこのよ

うに聞こえない。

(3)「切れ目がある」というのはこのグラフは示しているが,実際の発話

1)α SSグ観グJα ′グθκ (<L)は本来語ではないが,音節の切れ目,二重母音,さ らには

後に述べる成節子音などにも関連するので例に用いた。
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においてはせいぜい誇張しても,「切れ目があるように感ぜ られる」の

であって,決 して αSOsグ %。 グ・滋・ガθπ と意識してとらえられない。

(1),(3 の問題 17Cつ いては `pressure'を持ち出さねばならない時点とな

るが,先づ (2)の peakを考えよう。これは単音一つ一つを「強さ,長 さ,高

さを同一にして」という条件が付加されている故であって,実際の山は次の

ようにあらわれよう。

これが JOnesの いう `prOminence'の 段階となるのである。彼によれば,

各単音の相対的な「きこえ」はそれぞれの音に固有な音質 inherent quality

(tamber)に よるものであって,連続音の相対的 prOminence(degree Of

loudness)と は区別されねばならない。prOminenceは この固有の音質の外

に強勢 Stress,長 さ length,音 調 intOnationに より,な らびにその総合に

より決定される。したがって「きこえ」度の大きい音でも,長 さや強勢を減

ずることによってprominenceを 減 じ,よ り COnsOnant‐ likeに なり,逆に強

さや長さを増すことによって,「 きこえ」の小さな音でも prOminenceを

増す ことが できる。 αss物グルガθπ,″夕θ″′蒻 妙
1)な

どの波が生ずるのはこの
2 4 15 3  4 2 5 13

ためである。

3

英語本来語2,600を 抽出したうち,1,600(64%)の単音節語を分析しなが

ら音節を sonOrityと いう立場から検討した。音連続においてはさらに多く

の要素のか らみ合った prOminenceを 導入すべき経過を辿ってきた。

1)こ の語も本来語にはないが (<F<L)し ばしば強勢で引き合いに出される語で

あるので例示した。
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さらに二音節以上の語においては,「 きこえ」によって感ぜ られる切れ日,

「谷」に対する解明が必要となってきた。 JOnes(Oπ′ノグηθ,§ 210)の用語を

用いて問題点を図示すれば次のようになる。

Trou9h

(Minimo of prOminence)

この `peak'の数が音節数であり, `trOugh'が その切れ目である。 ノθ″θ″

/1etOノ は単音eと 0の「きこえ」度, 強勢, 高さなどの要素の総合によっ

て,prominenceの 山を形成す る。 この二音を成節主音 Syllabicと いいこ

の語は二つの音節より成 るとす る。

したが って,理論的には音節は一つの prominence の山を含む連音 とい

うことである。 しか しなが ら実際の発話においては, この境界の谷,す なわ

ち minimum prominenceの 正確な点が問題となることが多い。例えば ,

prominence論 者は多 くの場合,谷の底は平盤であり,分節の点 と認め られ

る一点はないとし,ま た正確な分節の点
1)は

`a matter of no importance'

とかわ している。

このように,音節存在の核である山の問題は一応 prOminenceで 説明 し得

るとして,音連続の切れ目の原因については prOminenceで は十分解明 し得

ないように思われ る。

Sweet C″αηzπαγ,§666)は `a single impulse of stress'で 発する連音

を音節 とし, `eVery fresh impulse of stress rnakes a new syHable' と説

明 して `impulse'と い う言葉を持出している。

1)分節法 Syllabicationに ついても付言すべきであるが, これは記号標記の領域と

なるのでここではお くこととする。

Peα kl (Maximo Oチ P卜 Ominence)

pedK2
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Websterの「発音の手引き」でも「きこえ」 relat市 e perceptibilityと

しての JesperSen説 と,SieVers等 の `pressure'説 をあげている。Sievers

では音節を `sOnority syllable'と `eXpiratory(presSure)Syllable'の 二つ

に分け,後者は「胸はく」Chest pulseの 結果として起る `renewed breath

pulse'あ るいは, `eXpiation'ょ り始まると考える。「きこえ」だけでは音

節の bOundaryは 決定できず, breath pulseの みが第 2音節の始まりを示

し得る。απ αグ%と α παzθ の区別もこの pulseに よって識別し得るとす

る。さらに R.H.Stetsonの 実験記録を31き ,θ9″ [k6p― i]″θπ [0-p6n]

の場合, 第 2音節が pの前, 中, 後のどこから起るか の 問 題 は `Speed

of utterance'す なわち,第 2音節の運動に運びこもうとする `increase of

speed'に よるとして,音節は `CheSt pulse'お よび場合によっては, Chest

musclesの `a single movement'(“strOke")に よって境界線を引かれると

いう。

結果的にいって,SOnority説 は音節の山,あ るいは核 necleusを決定し,

pulSe説 は音節の境界線を決定することになる。とはいえ,ど の単独の解釈

をもってしても,すべての Varietiesを十分説明しつ くすことは出来ないよ

うに思える。

次に2音節以上の語で問題となるのは,Syllabic特 に COnsonant syllabic

である。 英語本来語 の 2音節語820語を抽出 して, 明 らかに目立った のは

げtθ″,bθ′′θ″,グα%g乃ノθ″,メαチλθr,πθ′力θγ, θυθ″, S力θωθ″`, %πグθγ, ωα′θ/ 等の

`一―er'語尾語と, ググノθ,γαπb′θ,ノル′ノθ,ψαπg′θ,″グ電クノθ,γπs′ル,S力πj″θ,等の,

[1]で あった。

`― er'語尾語

syllabic consonant  ≠1/

計

152言吾   18。 7%

122言吾   15。 o%

274言吾   33。 72分
)

1)こ の比率は Skeatの 同辞典でこれに数倍する語いをもつラテン系その他の借用

語から抽出した/1/Syllabicが αb′θ,ρ″ノθ,メπ′Jθ ,sttψ′θ,′αわ′ι,ηηθ′θ,等約

90語 にすぎなかったのと対照的である。
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JeSpersen(DfEG,pt.1,p。 270)に よると,種 々の弱母音十rの結果とし

て見出される syllabicノ rノ は語尾または子音の前ではノ0ノ となり,母音の前

ではノo:ノ となった。この Syllabic/rノ は多くの場合,母音の消失によって起

ったにちがいない。
1)

Pike(Pttθηθ閣″θs,p.45)で は Syllabicノ mノ ノnノ llノ の他にメrノ が含まれ,

0″′θ″/batrノ bグγグ/brd/ をあげている。
2)

Bloomield (Lαηgη ,p.121f)は syHabic を `a crest of sonority'と

し,Syllabicと してのみ現れるものが母音,そ して子音のうち non‐ Syllabic

のみのものを mute,両方が起るものを sOnantと して米語のノrノ をあげて

いる。すなわち,″θイredノ のノr/1ま non‐syllabicで あるが,bJγグノbrd/の ノr/

は成音的であるとしている。この区別は phonemic diferenceを 作る場合

があり,次の COntrastを 生じる。

夕α′′θ″π/p`trnノ

タα′″θπ /p6jtrnノ

はては θ″″θγ≠6奮ノ,Sガγ″θ″卜tTノ という形も可能で,Syllabic記 号も示差的

特徴となり彼は「第二音素」としてあげている。
3)

子音の成節主音としてあげられるのはノlノ ,ノ mノ ,/n/で その他は上記のノrノ ,

まれにノリノである。
4)こ

の成節主音化が起るのは第一には CVClC2の 場合,

ClC2が hOmOrganicな 場合でC2に対して発音器官がClを発する前,あ る

いは同時に位置をとる。従って母音を形成する VOiCed breathの 自由な通

1)燿 Gに は Hart,1570か らの例 として, /daughtr,evr,fa・ 6r,tsildrn,ba・ br/な

どがあげられている。

2)」 OneS(Лttηθπθ, §203)は ♭πγη,"θγ々,を あげ,[bOrn][WO・k]あ るいは[brn]

[WIk]と 発音する場合があるが, これは英国の西部, 北西部と米語であり,米

語の場合は前者と音質はやや異なるとしている。

3)Pike(Pttθ πθπグθs,p.45)で も音素記号の Tentat市e Alphabetの 中に /T//1/

/1/の 他に/r/を あげている。

4)員enyon(3グθノグθπαり,xxi)に I Can go./aikり gO/あ るいはmaking/mek3/が

あがっているが C01loquialで ある。

sガγγグπg /strIり /
|

s′″グηg  ノstrIDノ
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過の間隔がなくなる (″夕θ,夕αdリノθ,θθ′′θπ)。 第二は ClC2に 異なった器官

が用いられる場合であるが 0″ル,′αθカル,sグ鶴ヵ),C2が Clを発して後

に位置をとったとしても, C2へ の推移が極めて早いか,母音のための開き

apertureが 狭すぎるため,子音の「わたり」のみが介入する (cf.ル SSθπ)。

第二は Clが Open or fricat市eの場合で C2と の接触に子音の「わたり」

音が介入する (ωカグsル,pπzzル,pγグzπ )。  この場合は母音を作るための開き

が比較的容易なため, ごく短い母音を介在させることもできる OθグSθη
,

夕θssθ解,″グzπ )。

1)

以上は成節子音成立の条件,あ るいは原因についてであるが,そ こで これ

ら成節子音の prominenceの 問題が起 る。JoneS(タカθπθ%θ, §439)は子音

成節化の原因となる prominenceは 「長 さ」 によって生ずるとして ,

πθググルィ・medlo/:πθグル″/:medloノ

θθ開″πgノ :kOdli3/:θ θグ″πgμ kodli3/

をあげ,メ
1//1/は

Stressは弱いが,[1][n]ょ りもはるかに長く伸ばされるこ

とによって音節として聴覚を打つだけの prominenceを 与えられると説 く。

これ日こ対 し, Bloomield  (Lαπgttα gθ, p,122)は  `a slight increase of

stress'に よって本来「きこえ」の十分にない SOnantに一時的により大き

な prominenceを 生 じ成音節化すると述べている。

両者とも prOminenceに よって成音節化を立証する点は共通であるが,一

方は「長さ」を一方は「強さ」をその条件としている。子音の「長さ」は認

めるとしても, 長くされた/1/と /olノ の prominenceの 差はどうであるか,

また,p%πzノθのような場合はむしろ/z/の方が/1ノ よりprOminenceの高い

1)以上は主として Websterの

XXi)は 成節主音と `SChwa

詳細な例示を 与えている。

prevalent)

「発音の手引き」によったが,Kenyon(D′θノグθηαり,

vowel'o+non― Syllabic cOnsonantの 交替について

(例 。♭πノノθη/も Atn/ノ bAtOn/た だし, 前者の方が
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のではないかとい うような疑間が生ず る。
1)

前記の Kruisingacttπグbθθ々,§ 134)で は /1≠ /mノ ノr/の「きこえ」の度

合いを比較し, これらに母音ノaノ をつけ, α物,απノ,αγ解,απ″,α″α″ノと組

合せ,例えばαノ解ではノ1ノ からノm≠ へ移る間によりSOnOrousな 音がないの

で一音節の `impression'を うける。α解ノではその反対に `necessarily'に

2音節で発音しているように思える。すなわち,「 きこえ」の度合いから/rノ

>ノ 1≠ >ノ mノ とぃう順になり, 音素配列によって成音節と非成音節の差を生

ずると説いている。彼のグラフを見れば,一」1明 瞭なようであるが
2), 

上の

説明はあいまいさが感じられる。

英語の場合, frequency の高い本来語で特に成節子音が多いということ

は,英語の音組織をいっそう複雑にしている。

4

以上われわれは音節 というものを一応 Speechの 最小単位 と設定 して,い

ろいろな角度か らその音構造をさぐって来た。その間い くつかの問題点,困

難点を指適す るに止 まり,音節 とは何かの決定的な解明を果せなか った。 こ

の小論はその意味でほんの出発点に立 ったばか りであるが,最後 にわれわれ

の最終 日標である英語の Stress‐timed rhythmを 指向しておいて,逆 にそ

の中での音節の位置を求めてみることにしたい。

Kruisinga(Hαπグbθθ力, §131)は ,  音舗丁が `the mOSt natural division of

speech'で あり, われわれの耳が `naturally'に文を分ける音連続であると

い う。 WebSterで も個 々の Speech soundは 自国語において も認知が困難

1)JOnes(fttθκθηF,§ 439)は さらに

げているが, 彼も認めているよう

日本語の s2,筆クθ'Sグツ
♭πη

'グ
θ
D々
グ,θ筆

4α をあ

にズつれオつオ■lこ はりli成節三壬音と大して「イ11 通占は感

じられない。

2)本 稿 p.177参照。なおこのグラフの例,Zαル%から,英語の ″解 とクグ́S%の

相異が証明できる。
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であるが,音節はよりはっきりと知覚され受容される単位で,音節に対する

「感じ」は `universal'で ある。外国語の場合われわれが識別するのは個々

の音でもなければ語,句 ,あ るいは文でもなく音節であるとする。

しかしながら,実際の話しことばの流れにおいては,例 えば,

肋 θαπ ππグθγ「′απグ
1型 ノHkl°nfst6nOm/

ノ」IfO夕tSOノ

や,さ らにはまた ,

動θ
「

θθヒθγ'S πθ′α υθη gθθグレ1螢
ルγl万1璽 グs θπ′力θ ′αιノθ|万

1■

などの リズム中での音節は外国人にとっては, `the most natural d市 ision

of speech'と だけでは把握 しがたい部分が多すぎる。

もちろん前に述べたように JOnesも prOminenceは相対的なものであり

強さ,長 さ,音調と「きこえ」の総合体であると認めているので,個 々の音

節に同じ timingを おけばスペイン語のような `Staccato‐ rhythm'1)に なる。

Hockett(Lグπgπグsガθs,p.521)は 英語の リズムの 特 色 を `stress‐timed

irhythm'で あるとして, `One primary‐ stressed syllable'か ら次のそれヘ

移る場合に,そ の間に音節がないときも,あ るいは反対に多くの音節がある

場合も, ほぼ同じ時間の長さで 話される。 もしその間に音節がなければ,

その間発話 のスピー ドを 少 しゆるめ, 多 くの音節が介在 する場合は早 く,

`squeeze'す るとして次の例をあげている。

2r力θl ωグπグ lbttω ″ ′力θ 13s′″θθ′1 ↑

Pike(」π′θ%所θπ,p.34f)も  `rhythim unit' というものを認おこして, 英語

は長短の休止や抑揚をもちなが ら, `burst of speed'で 話され, `a single

1)Pike(2′θηαノグθ4,p.35)。 日本語もその典型である。「英 語 教 育」18巻 7号

(大修館,1969)で石川衛三氏が英語のリズムを<打ち寄せる波>に たとえるな

らば, 日本語リズムは<そ の沖を航行するポンポン蒸気船>と 表現 しておられ

るのは当を得て興味深い。
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rush of synables uninterrupted by a pause' で発せ られ る文 , または文

の一部が rhythm unitで ぁ るとして,次の例を示 してい る。

single rhythm unit

′力θ θαγ

グπJθπα′グθ2z

αノα,電″iπgノαθカ

カθγθ グ′ グs

力θ sαググ /zθ
`〃

グノノ

two rhythm units

l ωαπ′ Jθ  gθ bπ′ 」θαηサ.

J λθ θθπθSんθ'〃 bπノグ′.

Eυ″ソグの グsP″ Sθグθπ′グの .

そしてただ一つの `primary contour'を 含む リズム単位が `simple rhythm

unit'で ある。

′力θ ππゲυθγsグリン
3-  ・2-  -4≠ γ

.天
:θιθγ′22zπ s′ グθグ′.

-4ア ノ

7カθ Oηηπαgθγ グs′力θ θπθ ω力θ″ γθ′牝ιSθ グォ.

‐4//

Pikeは rhythm unit のタイ ミングは連続は英語の音韻構造の極めて重 :

要な特色であると力説 し,HOckettの場合 と同様,次の二文は音節数の相異

にかかわ らず,だいたい同 じ時間で話 され るとす る。

rんθ !′θαθヵθγ グs Iグπ′θ″θs′θグ グπ ib″ノグπgr sθηzθ Obθθ力S.

Bグgしα″ノθs αγθ 1/θπg力′りαグ″.

このように英語は `uniform spacing of stresses'の 傾向を生 じる。

rttιθ
.η

zαπ'Sヨカθ″θ.

3- °
2-4-31° 2-4ノ /

T/zθ :παπαgθγ'sI力θ″θ.

3- °2-4-31  °
2‐ 4//



辻 前 秀 雄

〃「Tθtt ωグ〃 :∬ ωグノ′.

3- °2-  -4-31° 2- -4/ノ

〃
r.Tθ %'JJグθ夕 1∬ ωグ〃.

3- °2-    -4--31° 2- -4′ ノ

結局英語の リズムは音節の数ではなくて,"One strong stress'の 存在によ

って決まり, これが `StreSS― timed rhythm'unitを 構成するということに

なる。

言語は本来話 し言葉であり, ことばは常に生きているものである。身体の

一部を切り離 して, これが人間であると言い得ないように,音節を分折する

ことによって, これが speeChの単位であると言い切ることができないよう

である。たしかに英語の リズムである,

動 θl万 1′
θγ'S%θ′α υθ″ν ″ θご

|呵
gθθπ.

のパタンの山には prominenceを もった音節が来ることは認め得るが,わ

れわれにとって,最 も困難であるのはむしろその底辺部である。音節の問題

がその peakよ りも境界部であったように,Speechに おける `rhythm unit'

を結ぶ基線部こそ,われわれにとって最も問題となる部分である。

以上われわれは主として英語本来語について,(1)音節というものを 一 応

speechの 最小単位と設定し,(劾音素とその配列によって音節構成を,(31「 き

こえ」あるいは prominenceを 尺度としてCVCと いう英語音節の核を ,

14)「胸はく」という尺度からCVCVCの境界線を求め,(5)ノ1//m//nノ ノo/

ノrノ について成節子音の必然性をさぐろうとした。 そしてそれらの総括が英:

語のリズムの基調となることを前提した。

音節の総和が英語のリズムを形成しているという単純な方程式は成立しな

い。ことばというものは生命をもったものであり,切 ることのできない力動:

の流れである。とくに音節 リズムを自国語とするわれわれが StreSSに 極め

て敏感な英語に対するとき,まず第一にこの強勢 リズムになれることが必要

である。同時に重要なことは音節の場合と同様に弱音部のタイミングという
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ものを無視 してはな らない。

冒頭 に引用 した Sapirの 警告 とともに,生 きたことばのもつ音韻精神 ,

あるいは「内的音組織」
1)と

いったものの存在が重要な意義をもって くるよ

うに考え られるのである。
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